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長野県の埋蔵文化財情報誌長野県の埋蔵文化財情報誌

第14号信州の遺跡信州の遺跡信州の遺跡

　ひんご遺跡は新潟県境まで約５㎞の、千
ち

曲
くま

川
がわ

左岸の河岸段丘に広がる。

縄文時代中期後半から後期前半の竪
たて

穴
あな

建物跡 23 軒、長野県域に多い敷
しき

石
いし

住居跡７軒、新潟県域で一般的な掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建物６棟などの遺構がみつかった。  

　縄文土器は、中期は火
か

焔
えん

型・王冠型土器、沖
おき

ノ
の

原
はら

式など新潟県の土器が

主体である。後期には長野県の特徴をもつ土器が優勢となり、白色・軽量

の独特の土器がある。貝輪形土製品、サメ歯製装身具、三
さん

角
かく

壔
とう

形石製品、

アスファルト塊など希少な遺物もある。種実ではトチノキとオニグルミが

多く、動物骨ではイノシシのほか、サケ科、コイ科も検出した。

　信越交流を物語る、県境地域の特徴が現れた集落の生活状況が明らかに

なった。（綿田 弘実）（『ひんご遺跡』長野県埋蔵文化財センター 2018）
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　千曲川に臨む縄文時代中期 ・ 後期の集落跡　　  栄村　ひんご遺跡

ひんご遺跡

2㎞

信州の遺跡信州の遺跡信州の遺跡信州の遺跡信州の遺跡信州の遺跡信州の遺跡信州の遺跡信州の遺跡信州の遺跡信州の遺跡信州の遺跡信州の遺跡

　信越交流を物語る、県境地域の特徴が現れた集落の生活状況が明らかに

なった。（綿田 弘実）（『ひんご遺跡』長野県埋蔵文化財センター 2018）

縄文時代後期前葉の敷石住居跡
（検出部分長さ 7.84m）

縄文時代後期前葉の土器　
（後列右から２番目　現存高 40.8㎝）縄文時代後期前葉の敷石住居炉跡

縄文時代中期中葉の土器　
（中央奥　現存高 51㎝）

山鳥場遺跡出土 耳飾

令和元年（2019年）７月 26 日発行

ひんご遺跡

2㎞

JR飯山線

栄小

平滝
郵便局

フランセーズ悠
さかえ

平滝駅

横倉駅

ひんご遺跡ひんご遺跡

常慶院
樓蘭

117

502

502

408

407

200m

千曲川



慶長期の金山関連遺跡！ 　　　川上村　梓
あずさ

久
く ぼ

保金
き ん ざ ん

山遺跡
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   梓久保金山遺跡は、川上村の金山開発に関する調査を目的として川上村

文化財保護委員会と発掘調査を行い、鉱山関連の臼類とともに金粒が付着

した陶器片などが出土した。

川上村では、戦国期の武田氏により金山の開発がなされたとの伝承もあ

るが、今回の調査地点は慶長期ごろに行われた金の精錬の場であることが

判明した。

県内では、これまで金山関連遺跡の発掘調査はほとんどなく、戦国期か

ら江戸初期の金山開発に関わる貴重な資料群を検出している。

（川上村教育委員会　長﨑 治）（『梓久保金山遺跡発掘調査報告書』川上

村教育委員会 2019）

遺物出土状況（点線内エゴマが大量に含まれる土器）

※写真提供：川上村教育委員会

金粒付着の拡大　
0.5 ｍｍほどの金粒が付着する

縄文時代の土器から種実圧痕を発見！　朝日村　山
やま

鳥
とり

場
ば

遺跡

最新報告書から 3

山鳥場遺跡

金鉱石粉砕用の挽
ひ

き臼（下臼） 金鉱石粉砕用の磨り臼

200m

（分析・撮影：国立科学博物館　沓名貴彦）

金粒等の付着がみられる陶器片

山鳥場遺跡は鎖
くさり

川
がわ

右岸の河岸段丘上に立地する。縄文時代中期後葉の竪

穴建物跡 14 軒を調査。建物跡の床面では土器片を敷き詰めた炉や埋
うめ

甕
がめ

を

検出した。土器の種実圧痕ではエゴマ・ダイズ属・ササゲ属アズキ亜属を

同定した。特に 7 号竪穴建物跡から出土した 1 点の土器からはエゴマと

推測される種実圧痕を 881 点確認した。
同定された種実 3 種類は中部高地における土器圧痕

に確認例が多く、長野県における縄文時代の植物利用を

考える上で重要な発見となった。（廣田 和穂）（『山鳥場

遺跡』長野県埋蔵文化財センター 2019）

14 号竪穴建物跡土器敷炉
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縄文時代後期から晩期の拠点的な集落　松本市　エリ穴
あ な

遺跡
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土製耳飾

　エリ穴遺跡は松本盆地の東縁にあり、扇状地の斜面に立地する。縄文時

代後期後葉から晩期中葉にかけて途絶えることなく営まれた稀有な集落で

ある。

　平成７年の発掘調査では、全国最多 2,643 点の土製耳飾や人面付土
ど

版
ばん

などが出土し、居住域と祭祀場が一体化した集落のあり方やその変遷、居
住域と廃棄場の分離、土製耳飾の系統と変遷などが判明した。

　甲信地域では、後期後葉から晩期中葉にかけ集落・人口の著しい減少が進む。エリ穴遺跡は、甲信地域のこ

の時期の文化が、日本列島の他地域との交流の上に成立したことを示しており、当時の儀礼や交易及び社会の

結びつきを究明する上で貴重であり、学術的な価値は非常に高い。　（松本市教育委員会　三村 竜一）

（『エリ穴遺跡』遺構編１・２、遺物編１・２　2017 ～ 2019）

最新報告書から 4

※写真提供：松本市教育委員会

上：居住域と廃棄場（航空写真）
左下：人面付土版　右下：顔面付分
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昭和5年以来の調査！小諸市 国史跡 寺
て ら  の  う ら  せ っ   き   じ   だ い じ ゅ う き ょ あ と

ノ浦石器時代住居跡

最新調査成果から 1
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上：大量の古代瓦
左上：発掘調査の様子（北西から）
左下：古代瓦の出土状況発掘調査の様子（北から）

　三
さ ん ぽ う  が  み ね

方ヶ峰の山裾に位置する縄文時代の集落遺跡で、同じ

く国史跡の縄文集落跡である戌
い ん だ て

立石器時代住居跡（東御

市）と谷を挟んで対峙する。

今回は昭和５年以来２回目の確認調査であり、縄文中期

後葉から後期の住居跡や土坑、多数の縄文土器、石器、石

皿、多
た

孔
こう

石
いし

、土
ど

偶
ぐう

の胴部資料を発見した。住居跡の中には

敷石住居もあり、加曽利Ｅ３式期より現れて馬
ば

蹄
てい

形集落を

形成する様子が見えてきている。

　調査成果については今後検証を進め、史跡整備に活かし

ていく計画である。　（小諸市教育委員会　高橋 陽一）

古代の瓦が大量出土！　　安曇野市　明科遺跡群 明
あ か し な は い  じ  

科廃寺　

住居埋土からの遺物出土状況

発掘調査の様子（北から）

　明科遺跡群明科廃寺は、犀
さい

川
がわ

右岸の河岸段丘上に所在する古代寺院跡

で、昭和 28 年からこれまでに 5 次の調査が行われている。平成 30 年度

に安曇野市教育委員会が実施した第 5 次発掘調査では、約 40㎡の調査範

囲からコンテナ約 150 箱の遺物が出土した。出土遺物には、軒丸瓦 130

点以上、軒平瓦 50 点以上のほか、道具瓦、瓦
が

塔
とう

、土器類がある。

　今後、遺物整理を行う中で、出土瓦の分析を通じて明科廃寺の盛衰の謎

に迫ることを期待している。　（安曇野市教育委員会　土屋 和章）

敷石下の埋甕

最新調査成果から 2

※写真提供：小諸市教育委員会

石囲炉と敷石

※写真提供：安曇野市教育委員会
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飯田支所飯田支所

西の原集会所かおる美容室

あすなろ保育園
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　長野県埋蔵文化財センターでは、主にリニア中
央新幹線建設事業及び関連事業に伴う発掘調査の
拡大が予想されるため、平成 31 年 4 月、飯田市
に飯田支所を開設しました。

飯田支所は、中央自動車道飯田インターチェン
ジから車で 5 分ほどの、飯田市北

きた

方
がた

にあります。
施設は飯田市から旧「北方寮」という母子寮を借
用し利用しています。
　今年度飯田支所では、リニア中央新幹線関連事
業のほかに、辰野町、下諏訪町など、諏訪や伊那
谷地域の発掘調査も担当しています。
　当センターにおいて、他所に事務所を構えるの
は、平成 10 年 3 月に上田調査事務所を閉所して
から 21 年ぶりとなります。現在のところ、職員
3 名が常駐していますが、今後は業務の増加に伴
い、さらに職員も増員する予定です。　
　開設されたばかりの支所ですが、ご支援、ご協
力のほどよろしくお願いいたします。　　
　（飯田支所長　岡村 秀雄）

長野県埋蔵文化財センター飯田支所
〒 395-0151
長野県飯田市北方 297-5
℡ 0265-49-0736　℻ 0265-49-0731
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埋文ほっと 情 報 飯田支所オープン！飯田支所オープン！

よろしくお願いします！
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  『文化進化の考古学』
中尾央・松木武彦・三中信宏編著　

2017 勁草書房

埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚埋文本棚

　考古学は遺跡、遺構、遺物を研究すること

により、過去の文化を復元する学問である。

文化は地域ごとに多様性に富み、時代ごとに

変化していく。

　今回紹介する 2 冊は、この文化の多様性

と変化していく様を、「進化」を用いて説明

しようとする意欲作である。

　考古学を学ぶものにとっての「進化」とい

う言葉は誤解を受けやすく、一部の考古学研

究者からは野蛮から未開を経て文明に至ると

いう発展段階論と結び付けられることもあっ

た。　　

　本書を読めばこうした考え方自体が、そも

そも「進化」に即したものではなかったこと

が分かる。そして、人から人へと伝達されて

いく文化を説明するために「進化」という考

え方が有効であり、遺跡、遺構、遺物の形態

がなぜ時代と共に変化していくのかを理解す

る一助となる。　   （村井 大海）

　前号の「トレース」作業で清書した個々の遺構・遺物図をレイアウトして１つの図版にし、さらに本文や

表と組み合わせて、1 枚のページにする作業が「版組」である。

　以前は図版を作るのに、トレース図を実物のページの２～３倍の大きさの厚手の台紙に糊で貼っていた。

図を汚さないようにきれいに並べて貼るのが難しく、台紙も重くて持ち運びが大変だった。現在は、こうし

た作業をパソコン上で行えるようになり、運搬もデータだけなので、大変楽になった。

　ただ、パソコン上での作業が感覚的に難しい人も少なからずいて、台紙にコピーを貼って見本を作ってか

ら、デジタル化することもある。　（上田  真）

デジタル編集した遺物図版

『文化進化論』
アレックス・メス―ディ著　

野中香方子訳
2016NTT 出版

手貼りのレイアウト見本 パソコンでの版組作業

埋文キーワード埋文キーワード ～図
 ず  は ん ぐ み

版組～～図
 ず  は ん ぐ み

版組～
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小島・柳原遺跡群出土 双耳杯

　　

　本県では、国宝５箇のうち２箇（茅野市）をはじめ

多くの土偶が出土しており、信州縄文文化を象徴する

遺物といえます。開館 25 周年を迎える県立歴史館で

は、この土偶に焦点をあてた特別企画展を２期に分け

て開催します。

「国宝土偶」展では、国宝土偶５箇が一堂に会しま

す。至高の造形力を堪能し、強烈な個性を見比べてく

ださい。一方、長野・山梨には、一つ一つ大きさや表

情の異なる土偶が数多くあります。「中部高地の土偶」

展では、各地の縄文人の暮らしに寄り添った小さな女

神たちに焦点をあてます。ご期待ください。

国宝土偶
（前列左より中

な か っ ぱ ら
ッ原遺跡、風

かざはり
張１遺跡、棚

たなばたけ
畑遺跡、

著
ち ょ ぼ な い の

保内野遺跡、西
に し の ま え

ノ前遺跡）

★「国宝土偶 ～縄文文化の多様な個性～」
令和元年 10 月 26 日（土）～ 11 月 10 日（日）
期間中無休

イベント情報！イベント情報！

　双耳坏は、坏の外面 2 か所に把手を備えたうつわである。小島・柳原遺跡群では、平安時代の竪穴建物

跡から出土した。内面にミガキ調整が施された破片で、口縁から底部にかけ全体の半分ほどが残存している

が、把手部分は欠損している。

　長野県内では長野市 県
あがたまち

町 遺跡、飯綱町 表
おもてまち

町 遺跡、松本市下
しもかん

神遺跡、佐久市 聖
ひじりはら

原 遺跡などで確認されて

いる。用途は不明ながら東北や関東地方では官
か ん  が  

衙や寺院関連遺跡でみつかることが多いため、これらの場所

で使用されたものと推察されている。　（寺内 貴美子）

長野県立歴史館 開館 25 周年記念

特別企画『土 偶 展』

珍しきもの珍しきもの
　　双

そ う  じ  は い

耳坏　 長野市 小島・柳原遺跡群出土双
そ う  じ  は い

耳坏　 長野市 小
こ

島
じま

・柳
やなぎはら

原遺跡群出土

★「中部高地の土偶 ～暮らしに寄り添う小さな女神～」
令和元年 11 月 23 日（土）～令和２年２月２日（日）
休館：月曜（祝日の場合翌日）、12 月 29 日～ 1 月３日



ひんご遺跡

明科廃寺
小島・柳原遺跡群

山鳥場遺跡

エリ穴遺跡

寺ノ浦石器時代住居跡

梓久保金山遺跡

編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記編 集 後 記
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本号で掲載した遺跡位置

　今回掲載した遺跡は、縄文時代４遺跡、平安時代１遺跡、戦
国・江戸時代１遺跡と縄文時代のものが多くなった。このよう
に「縄文王国」とも呼ばれるここ信州では、縄文時代の遺構・
遺物が数多く発見され資料が蓄積されている。
　昨今、各地で行われている著名な縄文時代遺跡を資源とした
地域活性化事業の盛り上がり方を見ると、「ＪＯＭＯＮ」ブー
ムに対する市民の関心の高さがうかがえる。
　しかし、こうしたブームは、自然と日々接して行われている
発掘調査で、地下から発見される遺構や遺物といった縄文人が
残した生の痕跡がべースになっていることを忘れてはいけない
と、本号を編集しながら改めて感じられた。（河西 克造、上田 真）

( 一財 ) 長野県文化振興事業団　長野県埋蔵文化財センター
　〒 388-8007　長野市篠ノ井布施高田 963-4
　TEL 026-293-5926　FAX 026-293-8157
　http://naganomaibun.or.jp/    印刷：奥山印刷工業株式会社　　　　　　

この冊子は、平成 31 年度 地域の特色ある埋蔵文化財活用事業で作成しました。

　また一つの時代が終わり、新たな時代が始まった。過ぎ去りし「平成」は「大災害」に象徴される時代であっ

たという指摘がある。平成３年の雲
うん

仙
ぜん

岳
だけ

噴火に始まり、気象庁が命名した災害は 30 件にのぼるという。県内で

も「長野県北部地震」や「御
おん

嶽
たけ

山
さん

噴火」など痛ましい災害が続いた。災害列島とも称される日本に暮らす人びと

は、平成時代に限らず、地震、噴火、洪水などの災いを背負ってきた。

　長野県埋蔵文化財センターは、信濃町西
にしおか

岡Ａ遺跡で、断層に破壊された縄文時代の陥
おと

し穴を調査した。千曲市

窪
くぼ

河
が

原
わら

遺跡では 1847（弘化４）年におきた善光寺地震の噴砂、軽井沢町県
あがた

遺跡では古墳前期の竪穴建物跡の凹

みに積もった 1108（天仁元）年の浅
あさ

間
ま

山
やま

降下火山灰

など、県内各地の遺跡に残された地震や噴火の歴史を

見てきた。

千曲川沿岸の千曲市力
ちからいし

石や屋
や

代
しろ

、長野市塩
しおざき

崎や川
かわ

田
だ

には、粘土質の土壌と砂がミルフィーユのように重な

り、深さ５ｍ以上に達する地層がある。今年度の調査

で、長野市塩崎の石
いしかわ

川条
じょうり

里遺跡では 888（仁和 4）年

の洪水砂に覆われた水田の畦の位置を確かめる穴の跡

が見つかった。畦は滞水させるため必要であるととも

に、耕作地の境界を示す区画でもある。被災した人び

とは、洪水前の畦の位置を確認し、ほぼ同じ位置に新

たな畦を設けて水田を復旧したらしい。石川条里の地

層には、約２千年前の弥生時代から中世にわたる水害

と復旧の歴史が、幾重にも織り込まれている。

　令和時代になっても、災害列島に暮らす私たちは、

地震や噴火、水害から目を背
そむ

けるわけにはいかない。

将来の安全確保に向けて、考古学は、大地に刻まれた

災害と復旧の痕跡を探り出し、記録に残して周知する

役割を担
にな

っている。（平林 彰）

平安水田の畦を探った痕跡

土坑もしくは溝跡

復旧した水田層

洪水砂
洪水砂

大畦
平安水田

洪水に埋もれた後、平安水田とほぼ同じ位置に復旧した畦

洪水砂か

洪水砂

復旧した畦

平安水田

復旧した水田層

小畦




